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実習内容 9：30～11：30

「デジタル住宅地図と電話帳を
活用した詳細な立地評価」

1.概要紹介

-東京大学地球観測データ統融合連携研究機構特任研究員 秋山祐樹

9：30～9：40

2.デジタル住宅地図と電話帳を活用した詳細な立地評価

- 宇治市 西宇治図書館 青木和人

9：40～10：40

3.マイクロジオデータの利用方法について

- 東京大学地球観測データ統融合連携研究機構特任研究員 秋山祐樹

- 東京大学大学院 新領域創成科学研究科 博士課程 仙石裕明

10：45～11：15

4.Q&A  11：15～11：30
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１．「QuantumGIS」とは
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• 本実習ではフリーオープンソースGISである
QuantumGISを使用します。

• FOSS4G(Free and Open Source Software for 
Geospatial)と呼ばれるソフトウェアの一つでソース
コードが開示されていて、無料で利用できる

• 自由に入手，改良，再配布ができます。

• 使って気に入ったら ， 他人にコピーを渡してもい
いし，機能が足りないと思ったら，自分で改造して
もいい

出典：嘉山陽一・岩崎亘典（2010）初心者のためのQuantum GIS入門
＜http://www.osgeo.jp/wordpress/wp-content/uploads/2010/11/qgis_hands_on_foss4g2010.pdf＞．
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京都府宇治市
京都府南東部
市域面積67.55k㎡
2005年国勢調査
人口189,591人
京阪神大都市圏の
衛星都市

１． 使用するマイクロジオデータ(宇治市のデータ)
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１． 「QuantumGIS」の起動
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Quantum GISが
起動する

デスクトップ上の
Quantum GIS 
(1.7.4)
アイコンをダブルク
リック
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１． 「QuantumGIS」の起動

ファイル-新規
プロジェクトをクリ
ックする。
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１．座標参照系とは

Q-GIS上では、
世界測地系・
平面直角座標系
（第6系） に変換して
使用

マイクロジオデータ
日本測地系・
緯度経度座標系

出典 国土地理院HP http://www.gsi.go.jp/GIS/stdind/nyumon_0930.html
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１．座標参照系の設定

設定－プロジェクトのプロパティ
－オンザフライCRS変換を有効に
するにチェック
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１．座標参照系の設定

Search欄に
2448と入れて
Find

座標参照系
EPSG: 2448

世界測地系・
平面直角座標系
（第6系）
を選択
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http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do
平成20年4月1日開設 政府統計のポータルサイト

１．政府統計の総合窓口（e-Stat）

地図で見る統計
(統計GIS)から、
地域分析に
利用できる
小地域統計を
入手できる
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２．小地域統計の表示

宇治市の町丁目境界の追加

レイヤ(L)→ベクタレイ
ヤの追加 をクリック
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２．小地域統計の表示

“C:¥MGDdata¥estat” フォルダのh17ka26204.shpを追加
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２．小地域統計の表示

13

宇治市の町丁目境界が表示される
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２．小地域統計の表示
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レイヤプロパティ-スタイルで塗りつぶし色を変更する

ダブルクリック
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２．小地域統計の表示

町丁目名の表
示
ラベルを表示
をチェック
ラベルが
含まれている
フィールド
“MOJI”

フォント6

でOK
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２．小地域統計の表示

町丁目の名が表示される。
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２． 「QuantumGIS」の基本操作
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地図ナビゲーションツールバーを上の段にドラッグ＆

ドロップ

ツールバーのおててマークの

左側にマウスカーソルをもってくる
と十字矢印マークになるので、

十字矢印マークを
ツールバーの上の段に
ドラッグ＆ドロップする
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２． 「QuantumGIS」の基本操作
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地図ナビゲーションツールバー
地図移動、拡大、縮小など表示を変えてみましょう。
直前の表示領域にズームで元に戻れます。

地図移動 拡大 縮小 全域表示
レイヤの
領域に
ズーム

直前の表
示領域に
ズーム
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２．背景地図の表示

プラグイン ー Pythonプラグインを呼び出す

OpenLayers Plugin

をインストール
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２．背景地図の表示

プラグイン→OpenLayers Plugin

Add 

OpenStreetMap 

Layersを選択
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２．背景地図の表示

OpenStreetMap が背景地図として表示される
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２．小地域統計による立地評価（施設の追加）

対象となる施設のポイントの作成

レイヤ(L)→追加→

新しいシェープファ
イルレイヤ
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２．小地域統計による立地評価（施設の追加）

CRSの指定を
クリック
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２．小地域統計による立地評価（施設の追加）

座標参照系
EPSG: 2448

世界測地系・
平面直角座標系
（第6系）
を選択
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２．小地域統計による立地評価（施設の追加）

ファイル名を入力
ここでは、
施設01.shpと入力
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２．小地域統計による立地評価（施設の追加）

編集モード 点を入力

施設01を選択し

編集モードボタンを
押して、地図上に
点をクリック
IDに１を入力
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２．小地域統計による立地評価（施設の追加）

保存

立地を検討したい
施設データが保存
する
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２．小地域統計による立地評価（バッファ作成）

ベクタ → 空間演算ツール → バッファ をクリック



「第1回マイクロジオデータ講習会： MGDを活用した詳細な立地評価」

２．小地域統計による立地評価（バッファ作成）

施設01から、1000mのバッファ作成

日本語通らない
かも。。
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２．小地域統計による立地評価（バッファ作成）

施設01.shpから、1000mのバッファ作成
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２．小地域統計による立地評価（空間集計問題）
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２．小地域統計による立地評価（空間集計問題）

最も望ましいのは非集計の需要地点データ

⇒ マイクロジオデータ
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３．マイクロジオデータ（住宅地図データ）とは
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３．マイクロジオデータの表示

研修で使用するマイクロジオデータ

“C:¥MGDdata” フォルダ
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

経度緯度座標を付けたCSVデータ

日本測地系・緯度経度座標系
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

レイヤ(L)→デリミットテキストレイヤの追加(A)
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

参照をクリック

C:¥MGDdata¥TOWN2¥

京都府宇治市_tatemono.csvを選
択



「第1回マイクロジオデータ講習会： MGDを活用した詳細な立地評価」

３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

XフィールドにX, 

ＹフィールドにＹを選
択
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

Search欄に
4301と入れて
Find

日本測地系・緯度
経度座標系：
TOKYO

EPSG: 4301を指定
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

マイクロジオデータの建物座標がポイントとして表示される
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

建物座標ポイントをベクタファイル(shapeファイルで保存)

レイヤ(L)→名前をつけて保存
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

①ブラウズをクリック
C¥MGDdata

データフォルダに
town2tatemono.shpと
してＯＫ

②ブラウズをクリック
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

座標参照系
EPSG: 2448

世界測地系・

平面直角座標
系
（第6系）
としてＯＫ
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

設定－プロジェ
クトのプロパティ
－オンザフライ
CRS変換を有効

にするのチェック
をはずす
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

日本測地系・緯度経度座標系のデータは重ならなくなる
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

日本測地系・緯度経度座標系XYデータは削除しておく
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

C¥MGDdata¥town2tatemono.shpを追加
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

世界測地系・平面直角座標系（第6系）に
変換したマイクロジオデータが表示される
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３．マイクロジオデータの表示（空間検索）

1000mバッファ内にある住宅を空間検索する

ベクタ – 解析
ツール – 場所に

よる選択
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

1000mバッファ内にある建物が選択される
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３．マイクロジオデータの表示（住宅を検索）

Town2tatemono
右クリック

属性テーブルを
開く
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３．マイクロジオデータの表示（住宅を検索）

属性テーブルを開いて、住宅を示すコード1364を

ATYPE列から検索する
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３．マイクロジオデータの表示（住宅を検索）

1000mバッファ内

にある建物のうち、
住宅が選択される
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

選択された住宅の属性情報をエクスポートする

選択している行をクリップボードへコピー
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

表計算ソフトへ貼り付けして、利用する
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４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

経度緯度座標を付けたCSVデータ
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４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

マイクロジオデータ（電話帳データ）の定義
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４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

設定－プロジェクトのプロパティ
－オンザフライCRS変換を有効に
するにチェック
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４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

レイヤ(L)→デリミットテキストレイヤの追加(A)
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４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

参照をクリック

C:¥MGDdata¥テレポイント¥

京都府宇治市.csvを選択
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４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

XフィールドにX, Ｙ

フィールドにＹを選
択
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４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

Search欄に
4301と入れて
Find

日本測地系・緯度
経度座標系：
TOKYO

EPSG: 4301を指定
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４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

マイクロジオデータの建物座標がポイントとして表示される
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４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

建物座標ポイントをベクタファイル(shapeファイルで保存)

レイヤ(L)→名前をつけて保存



「第1回マイクロジオデータ講習会： MGDを活用した詳細な立地評価」

４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

ブラウズをクリック
C¥MGDdata

データフォルダに
teltatemono.shpとして
ＯＫ

ブラウズをクリック
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４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

座標参照系
EPSG: 2448

世界測地系・

平面直角座標
系
（第6系）
としてＯＫ
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

C¥MGDdata¥teltatemono.shpを追加
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

世界測地系・平面直角座標系（第6系）に
変換したマイクロジオデータが表示される
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３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

日本測地系・緯度経度座標系XYデータは削除しておく
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３．マイクロジオデータの表示（空間検索）

1000mバッファ内にある住宅を空間検索する

ベクタ – 解析
ツール – 場所に

よる選択



「第1回マイクロジオデータ講習会： MGDを活用した詳細な立地評価」

３．マイクロジオデータの表示（住宅地図データ）

1000mバッファ内にある建物が選択される



「第1回マイクロジオデータ講習会： MGDを活用した詳細な立地評価」

３．マイクロジオデータの表示（住宅を検索）

Town2tatemono
右クリック

属性テーブルを
開く



「第1回マイクロジオデータ講習会： MGDを活用した詳細な立地評価」

３．マイクロジオデータの表示（住宅を検索）

属性テーブルを開いて、美容店を示すコード3526000を
CATCODE列から検索する



「第1回マイクロジオデータ講習会： MGDを活用した詳細な立地評価」

３．マイクロジオデータの表示（住宅を検索）

1000mバッファ内にある美容店が選択される



「第1回マイクロジオデータ講習会： MGDを活用した詳細な立地評価」

４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

選択された住宅の属性情報をエクスポートする

右クリック- 属性テーブルを開く

選択している行をクリップボードへコ
ピー



「第1回マイクロジオデータ講習会： MGDを活用した詳細な立地評価」

４．マイクロジオデータの表示（電話帳データ）

表計算ソフトへ貼り付けして、活用する



本日はオープンソースQ-GISで
非集計のマイクロジオデータを
使用した立地分析を行いました。

本日はご参加いただき
ありがとうございました


